































































































ベデステン アラスタ ハン 店舗群 工房 中心 周縁 空間 立地などの特徴
1 Safranbolu 38,334黒海地域 分離 横 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ A A ○ ◎ 広場 チャルシュ入口ジャミィ前
2 Tarakl 2,947マルマラ海地域 拡張 中央 ○ ● ● A,K ● ◎ 街路 都市軸
2 Goynuk 4,269黒海地域 拡張 横 ● ● ● A,K ● ◎ 広場 ジャミィ前チャルシュ入口
2 Mudurnu 4,856黒海地域 拡張 中央 ● ● A,K ● ◎ 街路 都市軸
2 Tire 48,565エーゲ海地域 拡張 中央 ○ ● ◎ ● ● A ◎ ● 街路 都市軸
2 Kastamonu 80,582黒海地域 拡張 中央 ◎ ◎ ◎ ● ● A,K A ◎ ◎ 広場 ジャミィ前チャルシュ入口
2 Us・ak 172,709エーゲ海地域 拡張 中央 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● K A,K ◎ ◎ 広場 市役所前チャルシュ入口
3 Nalhan 12,895アナトリア中央部 隣接 横 ● ● ● ● A ◎ ◎ 広場 市役所前
3 Beypazar 34,496アナトリア中央部 隣接 横 ○ ● ● ● ● A ◎ ● 広場 観光市チャルシュ横
3 Bergama 58,212エーゲ海地域 隣接 横 ● ◎ ● ● ● ● A K ● ● 街路 都市軸チャルシュ横
3 Bolu 107,857黒海地域 隣接 横 ◎ ● ● ● A,K A ◎ ◎ 広場 市役所前チャルシュ入口
3 Afyonkarahisar 159,967エーゲ海地域 隣接 横 ◎ ● ◎ ● ● A A ◎ ◎ 広場 市役所前公園
3 Kutahya 212,934エーゲ海地域 隣接 横 ◎ ◎ ◎ ● ● A,K A,K ● ◎ 街路 歩行者天国チャルシュ入口
4 Konya 1,412,343アナトリア中央部 融合 中央 ◎ ◎ ● ● H K ◎ ◎ 街路 都市軸公園
4 Bursa 1,979,999マルマラ海地域 融合 中央 ◎ ◎ ◎ ● ● A,H A,K ◎ ◎ 広場 チャルシュ入口ジャミィ前
4 I

zmir 3,175,133エーゲ海地域 融合 中央 ◎ ◎ ● ● A,H A ◎ ◎ 広場街路 チャルシュ入口港前市役所前
4 I

stanbul 11,174,257マルマラ海地域 融合 中央 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● A A ● ◎ 広場街路 ジャミィ周辺広場公園港前歩行者天国
5 Balkesir 241,404マルマラ海地域 分散 中央 ● ● ● ● H K ● ● 街路 スタジアム前，公園
＊都市部の人口は2007年 ○ 廃墟もしくは部分的な残り方をしている A 街路など屋外にテントをはるタイプ
（各都市の行政機関の公表した資料に基づく。） ● 該当する施設がある K 屋根付きの広い空間に販売台が並ぶタイプ
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（都市図中は チャルシュ， は新市街， はセンター領域を示す。）
都市名:Nalhan タイプ03:隣接型
アナトリア中央部 人口 12,895人
アンカラ県西部，ナルハン郡の中心都市。ヒッタイト時代か
ら長い歴史があり，ローマ時代は商業及び軍事上の街道の拠
点として繁栄してきたようである。現在は南北に貫く国道を
中心に町は広がり，チャルシュは国道の東側に位置する。チ
ャルシュには1595年建造のコジャハンがあり，2008年調査
時，修復工事が進められており，いずれ観光に活用される様
子であった。月曜の露天市は市役所前の通りから広場，川沿
いの通りにかけて開催される。
都市名:Beypazar タイプ03:隣接型
アナトリア中央部 人口 34,496人
アンカラとイスタンブルを結ぶかつての街道沿いの町。チャ
ルシュの南西には大規模な石造 2階建の隊商宿スルハン
（1683年建造）があり，2008年の調査時は修復工事中であっ
た。チャルシュは複数の街路によって格子状の平面形態をと
り，木造2階建の店舗群が連なる。チャルシュ西に位置する
広場では週末に観光客向けの市が開かれ，土産物などが売ら
れる。広場周辺は修復，保存された木造民家が多く，白壁の
連なる景観が印象的である。
都市名:Bergama タイプ03:隣接型
エーゲ海地域 人口 58,212人
ベルガマは紀元前3世紀にペルガモン王国の中心地となり，
繁栄してきた。町の北側の山にアクロポリスがあり，神殿や
図書館，急斜面に建設された劇場等が部分的に残り，修復，
公開されている。チャルシュはアラスタと呼ばれ，1617世
紀建造のベデステンや1432年建造のタシュハン，1930年建
造の屋根付き市場の他，低層の小売店舗や工房，複数のモス
クやハマムがあり，アラスタ全体の修復プロジェクトが近年
進められている。
都市名:Bolu タイプ03:隣接型
黒海地域 人口 107,857人
アンカラとイスタンブルを結ぶ幹線の中継点。緑豊かな山々
が周囲を取り囲み，市役所が面する広場と大通りを中心に町
が広がる。チャルシュは広場横の高台に位置し，上の市場と
呼ばれている。広場とチャルシュは建物2階分ほどの高低差
があり，階段で連絡している。階段を上ると1382年建造の
ユルドゥルムバヤジットジャミィと2つのハンがある。
昨今，大部分を占める木造店舗群をメインにチャルシュ全体
の修復計画も進んでいる。
都市名:Afyonkarahisar タイプ03:隣接型
エーゲ海地域 人口 159,967人
アフヨンカラヒサール県の県都。東西，南北を結ぶ街道が交
差し，交易の拠点として機能してきた。都市名のアフヨンは
アヘン，カラは黒，ヒサールは要塞という意味であり，チャ
ルシュ背後に切り立った岩山がそびえ，その山頂には城塞が
残っている。チャルシュは城塞の東側のベデステン（20世
紀初頭建造）とタシュハン（17世紀建造）を中心に広がり
をみせている。チャルシュの北東部に新市街が広がる。その
中心の市役所前広場では式典等が行われる。
都市名:Kutahya タイプ03:隣接型
エーゲ海地域 人口 212,934人
紀元前から歴史を有する町であり，現在はタイルと陶器の町
として知られている。町の西側の高台にビザンツ時代の城塞
跡がある。城塞足元の東側にあるチャルシュには，2つのベ
デステンが残り，近年修復がなされた。チャルシュには15
世紀建造のウルジャミィがあり，ジャミィから南の新市街
へと延びる大通りが現在のメインストリートで，歩行者専有
空間として整備されている。この通りのさらに南東部で水曜
市が立つ。
以下，事例を通してタイプ毎の特徴を抽出し，考
察する。
1） 分離型:サフランボル
サフランボルは，谷間の旧市街チャルシュと高台
の新市街が離れて独立して存在している。チャルシ
ュは全体が世界遺産に指定されて以来，1件1件の
建物だけでなく，街路など屋外空間も含めて修復作
業が進み，街全体が野外博物館のようである。行政
などの都市機能のメインは新市街へ移っており，他
都市からのアクセスも新市街が入口となっている。
ハマムとジャミィに挟まれた広場が新市街からチャ
ルシュへの入口の役割を果たしている。チャルシュ
自体，多様な都市機能を備えて発展してきているた
め，観光面だけでなく，チャルシュに暮らす住民に
とっての宗教や文化，交流施設は現在も活用されて
いる。チャルシュが地理的に新市街と切り離されて
いるため，伝統的な街並みが保存されてきた経緯も
あり，他の都市の発展とは異なる特殊な事例である。
2） 拡張型:タラクル，ギョイヌック，ムドゥルヌ，
ティレ，カスタモヌ，ウシャク
チャルシュの拡張部分が新市街である場合で，チ
ャルシュ内も新旧の建物が混在しているため，チャ
ルシュと新市街の境界が不明確なタイプである。チ
ャルシュは伝統的な建造物を保存するだけでなく，
新たな建造物へと建て替えながら，活気を維持し，
周辺の新市街とともにセンターの役割を果たしてい
る。タラクル，ギョイヌック，ムドゥルヌといった
規模の小さな街ではチャルシュがほぼセンター領域
を担っており，チャルシュ自体が一部改造され，拡
張していると考える方が妥当であろう。カスタモヌ
やウシャクの場合は，都市計画によって街全体が整
備され，チャルシュと新市街との境界には広場があ
り，新旧をぐ緩衝空間として機能している。
3） 隣接型:ナルハン，ベイパザル，ベルガマ，
ボル，アフヨンカラヒサール，キュタフヤ
チャルシュに隣接する形で新市街が整備されてい
る場合で，拡張型と似ているが，チャルシュと新市
街の境界がわかりやすいタイプである。チャルシュ
が伝統的な空間形態を維持しているためにエリアが
明確である。ベイパザル，ベルガマ，ボルではチャ
ルシュ全体を保存する取り組みがなされ，アフヨン
カラヒサールとキュタフヤではチャルシュ内の歴史
建造物を中心に保存と活用に向けての修復活動が進
んでいる。
4） 融合型:コンヤ，ブルサ，イズミール，
イスタンブル
コンヤ，ブルサ，イズミール，イスタンブル4都
市とも，人口100万人以上の大都市である。市街地
が他の事例に比べて広大であるため，チャルシュ周
辺だけでは都市の全体像がみえない。ただ，いずれ
も交易都市としての長い歴史を有する都市であり，
チャルシュは現在も活気あふれる都市空間として機
能している。構成としては，チャルシュの拡張部分
に新市街があり，さらに別な核となる都市施設を中
心とするエリアが複数存在し，チャルシュ周辺が核
となるものの，他の複数のエリアが融合してセンタ
ー領域を形成している。
5） 分散型:バルケシル
バルケシルの町は，鉄道駅前にバスターミナルが
あり，近くに市役所や式典等を開催するアタチュル
クスタジアムと公園が位置し，機能的に多くの人
が利用するエリアとなっている。駅前から延びる幹
線をしばらく進んだ先にチャルシュがある。チャル
シュ内には歴史建造物も維持されているが，ほとん
どが数階建のビルで埋め尽くされている。また，大
きな吹き抜けをもつ現代的なショッピングセンター
や大ホールの市場施設も建っている。チャルシュの
領域は不明確であり，チャルシュ以外の都市施設が
核となるエリアが同等に複数存在している。チャル
シュが中心的な役割を担っておらず，他のエリアと
同じように1つの核として機能し，センター領域の
一部となっている。境界が定かでない。
4.考 察
センター領域を把握するにあたり18事例の都市
構成から特徴をみてきたが，分散型を除く4タイプ
17事例においてチャルシュが核的な役割を果たし
ており，チャルシュの重要性を再確認することがで
きた。伝統的な商業空間であるチャルシュが都市の
センターとしての役割を現在まで維持してきたのは，
―21―
伝統を守るだけでなく新しい要素を取り入れ，開発
されてきた点が第一の特徴として挙げられる。（表
5.チャルシュにおける空間形態の特徴写真一覧参照。以
下，該当箇所に写真No.を記載する。）
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表5.チャルシュにおける空間形態の特徴写真一覧
45 歴史建造物 写真のベデステンと通りを
挟んでもう一つのベデステ
ンの2つが修復された。
46 施設周辺 歴史建造物のウルジャミ
ィだけでなく，周辺の環境
整備工事。
47 街路空間 通りの店舗群のファサード
と敷石が整備された。
Kutahya Bursa Bursa
48 エリア全体 アラスタ全体の街路，建物
のファサードの統一（白壁）
による修復プロジェクト。
49 新旧混在 チャルシュ内に女性の手工
芸市場用に軽やかなデザイ
ンの屋根が設置された。
50 新旧混在 修復されたハンの中庭にカ
フェがあり，現代的デザイ
ンのテントで覆われている。Bergama Bergama I

zmir
51 エリア全体 チャルシュ全体が保存対象。
歴史建造物から街路に至る
まで整備されている。
52 街路空間 街路に透明な屋根がかかり，
面する建造物のファサード
を見せている。
53 街路空間 チャルシュの複数の街路に
木材とガラスによる現代的
デザインの屋根がかかる。Bursa Bursa Bursa
54 再活用 かつてのハマムを店舗とし
て利用。大ドームの下に商
品が並ぶ。
55 再活用 かつての神学校を手工芸品
の市場として再生。
56 再活用 ハマムを修復し，文化施設
として再生。
Tire Kastamonu Bursa
57 再活用 ホテルに改修されたハン。
空間形態は維持しながら最
新の設備を入れて活用。
58 再活用 建造物の修復をし，中庭は
カフェとギャラリーとして
活用。
59 保存計画 チャルシュ全体を保存する
ために専門家が図面と現状
をチェックしている。Us・ak Kastamonu Mudurnu
ベデステン（写真45）やハンなどの歴史建造物の
修復だけでなく，街路の路面や連続するファサード，
庇の統一など，建造物単体ではなく施設周辺や街路，
チャルシュ全体といったような空間全体の改修，活
用（写真46～48）がなされている。改修にあたって，
すべて伝統的な形式を再現するのではなく，現代の
ニーズに合わせ，機能面を重視した現代デザインの
採用（写真49,50）も部分的に取り入れることで新
旧のデザインが混在する空間形態となっている。例
えば，ブルサのチャルシュ全体（写真51）は歴史地
区として保存，修復されているが，単に建造物の修
復だけでなく，その修復したファサードを見せつつ，
チャルシュ利用者にとって快適な街路空間を提供す
るために現代的なデザインの透明な屋根を街路全体
にとりつける取り組みも近年試みられている（写真
52,53）。歴史建造物の再利用として機能を転用して
の活用もみられる。例えば，ハマム（写真54）や神
学校（写真55）を店舗として活用する事例や文化施
設として活用する例（写真56）である。かつての隊
商宿であるハンを現代のホテルとして再生させたも
の（写真57）や複合商業施設として再生させ，中庭
をギャラリーとして使用しているもの（写真58）も
ある。都市規模により，都市の発展経緯も異なるが，
新旧の要素の融合が全体を通しての特徴であり，チ
ャルシュやセンター領域の境界線が曖昧である理由
でもある。また，変化するだけでなく，伝統的なチ
ャルシュ全体を保存していく取り組み（写真59）も
複数の都市でなされている。
第二の特徴として，広場という広がりをもった空
間の整備によって，チャルシュと新市街を違和感な
くぐ緩衝空間の活用が挙げられる。（表 2.写真
33～44参照）広場は交通の拠点ともなり多くの利用
が必然的に発生しているが，緑や噴水，ベンチ，カ
フェなど日常において滞在を促す要素や式典，イベ
ントなど人を集める場としても活用され，多機能な
空間となっている。広場の多様な活用は都市整備に
よって，歩行者空間の確保がなされている点も大き
い。広場だけでなく，チャルシュ内の街路の多くも
歩行者優先の空間づくりがなされ，チャルシュと広
場，広場を経由して新市街へと連続したセンター領
域が形成されている。
5.まとめ
18都市，地域によっては気候の差があるものの，
国全体は地中海地域に位置するため，イタリアやス
ペインのように広場や街路といった屋外空間の活用
がみられる。センター領域においても屋外空間が重
要な要素であり，空間の活用にあたって歩行者空間
の整備も確認してきた。また，空間形態としては，
歴史建造物を活かした伝統的な空間維持と機能に合
わせた現代的なデザインの導入といった新旧の要素
が混在する特徴も共通項として挙げることができた。
今後もチャルシュを研究対象の核とし，その形態
と機能について調査，研究を継続する。また，対象
地域を拡大し，地域ごとの特性を抽出していくほか，
地形的特徴や都市のシンボルにも着目し，トルコに
おける都市の特性の分析をさらに進めていく。
註
1 トルコ語・ars・。通り状の商店街だけでなく，屋根
のかかったホール状の空間や中庭を有する商業施設
など複合的かつ広域にわたるエリアを示す場合も多
いため，日本語に適切な単語が見当たらず，本論で
はトルコ語をカタカナ表記にして使用する。以下，
関連用語を同様にカタカナ表記とする。
2 トルコ語pazar。露天市を示すことがほとんどであ
るが，露店の並ぶものだけでなく常設の市場施設を
指す場合もある。
3 トルコ語cami。モスク。
4 トルコ語hamam。公衆浴場。
5 トルコ語kuliye。モスクを中心とした複合都市施
設。
6 トルコ都市市場空間調査（第1回:2007年8月
～第6回:2010年3月）を実施し，調査データに
基づき，分析を行う。この研究は，平成19～21年
度科学研究費補助金，基盤研究（C）「トルコにお
ける都市構造と市場空間の活用に関する研究」（研
究代表者:鶴田佳子）の助成を受けて行ったもので
ある。チャルシュの空間構成及び特性に関しては参
考文献006.に，パザルの空間形態と特質に関して
は参考文献007.に詳細を示す。
7 トルコ都市市場空間調査のうち第1回（2007年8
―23―
月）と第2回（2008年3月）の調査地であるギョ
イヌック，タラクル，ムドゥルヌ，ボル，サフラン
ボル，カスタモヌ，ナルハン，ベイパザルの8都市
を対象とした。
8 詳細は参考文献005.に示す。
9 トルコ歩行者空間調査（2006年8月），トルコ都市
市場空間調査（第1回:2007年8月～第6回:2010
年3月），第1回トルコ都市空間調査（2010年8月）
において対象としてきた都市。
10 トルコ語bedesten。高価な商品を扱う堅固な市場
施設。
11 トルコ語arasta。通路型の市場施設。屋根付きの
ものと屋根がなく通りの両側に店舗が並ぶものを指
す事例もある。
12 トルコ語han。隊商宿，商館。
13 トルコ語・ayhane。トルコ紅茶の喫茶店。紅茶を
飲んで語らう他，ゲームを楽しむ場として，地域の
交流拠点ともなっている。チャルシュ内ではインタ
ーフォンを周辺の店にいで注文を受け，配達中心
で営業する店もある。
14 トルコ語iftar。断食明けの時刻，断食明けの夕食。
断食月はイスラーム暦の9番目の月であり，2010
年の調査時は8月11日～9月9日が断食期間であ
った。
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